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小松市民病院　薬剤科　科長　　石　田　外　樹

巻頭言

地域完結型医療の推進で求められる
病院薬剤師像と当院の取り組み

　小松市民病院の石田外樹です。この度、ご指名により僭越ではありますが御挨拶申し上げます。

　今年度、政府は約10年ぶりにバイオ戦略として重点領域を９つに絞った「バイオ戦略2019」を取りま

とめ、2030年まで重点的に支援することを示しています。医療に関係したところでは、発酵産業の技術、

品質管理を応用としたバイオ医薬品・再生医療・細胞治療・遺伝子治療の関連産業と、もう一つ医療に

依存しない健康的な生活として、生活改善ヘルスケアや機能性食品、デジタルヘルスケアなども項目と

して挙げており、特に強調されている点は、バイオとデジタルの融合となっています。また今年度は、

薬機法の改正も行われるに当たり、薬剤師法第25条の２が追記されるなど、時代はいよいよ平成から令

和へと、新たな時代に入ってきたように思います。

　具体的には、医薬分業の本来の目的を達成するために、薬剤師・薬局が患者の服薬状況などを一元的 

・継続的に把握することが不可欠であることから患者にかかりつけ薬局を選択してもらうことが極めて

重要であるとされており、石川県でも2017年、2018年に国の採択を受け、薬局の健康サポート機能の強

化、かかりつけ薬局の普及啓発を行う事業が実施されてきました。今年度は、更に「医薬品、医療機器

等の品質、有効性及び安全性の確保に関する法律」などから薬剤師に以下の義務が生じることになりま

した。

１　調剤時に限らず、必要に応じて患者の薬剤の使用状況の把握や服薬指導を行う義務

２　患者の薬剤使用に関する情報を医療機関に提供する努力義務

　そこで今回、石川県健康福祉部薬事衛生課から「お薬服用フォローアップ」のモデル事業の依頼があ

り、当薬剤科としては、快く引き受ける事と致しました。

　近隣の保険薬局と協議した結果、対象は抗がん剤を服用中の患者で、方法としては毎週１回程度、保

険薬局が、患者の状態（副作用の程度など）や服薬状況の確認を行い、またその結果を当院のがん担当

薬剤師にiPadを用いて情報を提供します。一方当院の薬剤師は、その情報を主治医に緊急性があれば直

接報告し、また緊急性がなければ電子カルテに記録することで、服用中の患者の状態を時系列で報告で
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きるように致しました。当薬剤科としては、決して収益の向上には繋がりませんが、双方向での連携が

可能となり、患者に対しては適切な情報提供と副作用の早期発見、また主治医に対しては、支持療法の

提案、次の受診日までの患者状態の把握などができることから、より正確な診断と診察時間の短縮など

に寄与できるのではないかと考えています。今後、連携加算なるものも病院側で算定できるようになれ

ばと希望しているところです。またこの事業は、2020年３月に石川県薬剤師会及び石川県健康福祉部薬

事衛生課に報告予定となっております。

　ところで、当薬剤科ではそれぞれが各種認定や専門を志しており、各種疾患の指導、教室にも積極的

に参加、日々自己研鑽に邁進しています。特に排尿機能障害の分野に関しては、泌尿器科のみならず、

多剤併用による薬物の影響や感染による影響も考えられることから、排尿自立指導料の算定が可能に

なったと同時に薬剤師も排尿ケアチームに参画し、薬物治療の処方提案、助言を行っているところです。

特にこの包括的排尿ケアを支える薬剤師の活動報告においては、高い評価を頂き、第30回日本老年泌尿

器科学会で学会賞を受賞、今年度は第26回日本排尿機能学会のシンポジウム⑤「多職種で広げる排尿機

能障害診療の視野」部門でシンポジストを行い、更には東京大学医学部健康総合科学科主催のコンチネ

ンストウキョー2019年度症例検討会にも参加を予定している状況です。今後、この排尿自立指導料算定

の中で、薬剤師による加算が取得できないものかと希望しております。

　また当院は、地域社会における基幹病院でもありますので、それぞれの分野においてスペシャリスト

的な薬剤師、専門医とディスカッションのできるような薬剤師も求められているのではないかと思って

おります。一方で保険薬局においては、一人で様々な患者と関わりを持つ必要があることから、ジェネ

ラリスト的な薬剤師が求められることが多いのではないかと想像しております。

　今後は、抗がん剤治療を受けている患者だけではなく、糖尿病患者でインスリンを調節している患者、

緩和ケアでPCAポンプを使用している患者、排尿障害で薬物相互作用が強く疑われる患者など、より

ハイリスクな患者と薬局薬剤師が継続的に係わっていくことになると思います。そのような時、病院側

からもそれぞれの領域のスペシャリストの薬剤師が、薬物治療の専門家として主治医と情報共有しなが

ら、保険薬局にサポートしていく体制が構築できれば、今後進むであろう過疎化と医師不足の中、薬剤

師として地域社会の医療の質と公衆衛生の向上に寄与できるのではないかと考えています。

　当薬剤科では、常に向上心を持って取り組んでおりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。


